
資料３ 補足資料 

小平・村山・大和衛生組合 

ごみ焼却施設の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①押込送風機 

ごみピット内の空気

を焼却炉に送ります。 

②ボイラ 

ごみを焼却した時

に発生する熱で蒸気

を発生させ、発電やこ

もれびの足湯等の熱

源として利用します。 

⑦触媒反応塔 

排ガス中に含まれ

る窒素酸化物、ダイオ

キシン類を触媒の働

きで除去する。 

⑥排ガス再加熱器 

窒素酸化物を除去す

るために、排ガスの温

度を加熱します。 

⑤誘引送風機 

排ガスを煙突に送り

ます。 

④ろ過式集じん器 

排ガス中のばいじ

ん、ダイオキシン類、

塩化水素、硫黄酸化

物、水銀を除去しま

す。 

③減温塔 

焼却炉から出てき

た高温の排ガスを減

温し、ダイオキシン類

の再合成を防止しま

す。 
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※ 本図は、多摩地区の最新の

ストーカ炉の１例です。 
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現施設に設置していない設備 

（現施設では、②・③に変わり水噴霧によ

り減温しています。 

現施設に設置していない設備 


